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草 生 密 度 に 関 す る 試 験

― 利用法の違いが密度におよぼす影響について一

蛇 沼 恒 夫・ 4ヽ 原 繁 男・ 4ヽ 針 久 典

(岩 手県畜試)

1,ま え が き

牧草地は,よ り高い生産力とその維持が,どのような

草地の利′日においても望まれる。

本試験は草地の不1用 と肥培の条件が草生におよぼす影

響を主として密度の面から検討し,利用目的にそった草

地管理技術を確立するための資料にしようとした。

2試 験 方 法

1 供試草地
昭和41年秋まきのオーチャードグラスはか,放牧用草

種を含めた 8種混播の草地 (ラ ジノクローバ単播牧草地

跡)を用いたo

耕種の概要は第 1表のとおり。

2 試験区分
(追肥量の多少)× (1番刈りの早晩)× (1番刈り

後の利用時期)

3 1区面積 :1区 4″ , 9処理 3反覆
4 試験期間 :昭和42年 4月 ～10月
5 管理の条件
に,追肥量 (初年目)灼/α

N  P,05

2}メ」取り:1番草の早刈りは,いね科草の草高20"

で刈取り、 1番草以降も同様にいね科草の草高を 目安

に,それぞれ処理条件の20m,40。
“
に達した時に刈取っ

た。適期刈りは牧草群落内の地表に達する光量が,お ゝ

むね 5%と 判断されたときに刈取った。

刈取の高さは10Ca。

6 調査頂日
生育 (草丈,草高),1又量 (生草,風乾物),草種構
成,本数密度 (90`協中茎数),裸地歩合

3 試験結果ならびに考察

1 刈取りおよび生育状況 (第 3表)
2 収量
処理の違いが年間収量におよほす影響は, 1番ヌJり の

早晩,追肥量の多少にか わヽらず利用時の草高が高いは

ど年間収量は多い。すなわち,少 1巴―早刈区は適期刈り

の収量を 100とすると>40。π刈り (921)>20επ刈り (7

62)であり,//●肥―早刈区は適期刈り(100)>406π 刈り

(906)>20Cπ刈り(786),多 ‖巴―適期刈区は適期(100)

>40Cπ刈り(902)>20Cπ 刈り (787)の指数を示した。

1番刈りの早刈区における追肥量の多少が年間収量に

与える影響についてみると,多肥は少肥にくらべ平均13

5%多収を示した。次に多潟巴区において 1番刈りの早晩

の影響をみると,適期刈りは早刈りよりわずかに 55%
多肥区  08  -
少肥区  03  -
追肥は早春と7月 ,

K20
29
19

9月 の 3回に分施,
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第 表 all取 りおよび刈取時の生育状況 (2番ヌ1り 以降の平均)

項  目

処   理

刈取り

回 数

平 均
刈取り
間 隔

草  高 (Cπ) 草  丈 (Cπ) 草 高 比 (%)

いオ料 まめ科 いね科 まめ科 いね科 まめ科

少 現じ 早  刈  り
π
π
期

２
４
適

14担
8
7

H8
214
24 4

２６
”
“

160
24 8
26 5

多 月巴

早  刈  り
20cn
40cm
ffi {,!

11 2
214
24 4

27 4
38 8
43 6

30 9
518
59 7

88 7
74 9
73 0

適 期 刈 り
π
鴛
期

２
４
適

２９
３９

２

152
26 5
25 6

32 3
53 5
58 0

16 3
27 3
281

の多収を示したにすぎない。

このことから,追肥量と1番刈りの刈取時期が年間収

量に与える影響は,概して1番刈りの早晩よりも追肥量

による差が大きいものと考えられた。

以上,利用法の違いが収量におよほす影響は適期,適

期に刈取る採草的利用が,20Cπ -20じπと低い草高での放

牧的利用にくらべ多収を示し,また多肥は少肥に勝る結

果を得た。

草種別収量についてみると,まめ科草の年間収量に占

める割合は第 1図に示したようにきわめて少なく,わず

か 17～ 40%程度で問題とするに足らなかった。

3 刈取時期別収量ならびに収量害1合
第 4表に示したように刈取時草高が高くなれば刈取り

ごとの収量変動が大きく,また春に収量がかたよる傾向

を示したが,低い草高での刈取りはこれと逆で,比較的

好ましい季節生産を示した。

4 密度 (本数密度)
1メ 1取期当り平均茎数についてみると第 5表に示した

とおり刈取時草高の違いによる影響が最も大きく,20Cπ

刈り>40。π刈り>適期刈りの1員を示し刈取時草高の高く

なるほど本数密度は減少して収量と逆な傾向を示した。

1番刈りの早晩が密度の粗密におよぼす影響について

みると,硼して早刈りが密度は高く,適期刈りは低かっ

た。しかし,追肥量の多少では両者に大きな差異はみら

れなかった。

次に茎数の推移についてみると,いずれの処理区も春

より秋に向って茎数は減少するが,その程度は概して低

い草高でのス1取 りl■と少なく試験終了時の茎数について

みると,20Gπ刈区は開始時 (2番ス1時)の平均558%,

40ιπ刈区は40%,適期刈り32%を 示した。

以上,草生密度を左右する利用と肥培の条件の第 1は

刈取頻度であり,低い草高での多数回利用は草地の密度

lr持に効果をもたらすが,逆に長い蔦高での少数回不l用

は密度を低あることがうかがわれた。

密度構成における草種割合を試験終了後の時点につい

てみると第 2図のとおりである。茎数の大部分がオーチ

ャードグラスとペレニアルライグラスによって占められ

たが,二者の関係は概して低い草高での利用においてペ

レニアルライグラスが多く,オーチャードグラスの茎数

が少ない。高い草高の刈取りになるに従いこれと逆な結
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第 4表  刈取毎収量 (り /α )と年間収量に対する割合 (カ ッコ内%)

処   理 1番刈り 2 3 4 5 6 7

少  肥 早 刈 り

20cπヌ」り

40  //

20 9
← 8)

30 3
(70)

59 0
(13 5)

25 4
(58)

52 5
(12 0)

192
00

20 0
(3 8)

‐Ｏ
Ｃ

６
の
６
Ｇ

52 4
(9 9)

87 8
(166)

適  期 236
01)

1679
(293)

４
の

‐２
０

874
(152)

57 3
(10 0)

４
っ
“
‐４

27 4
← 9)

多  肥

早  メ1  り

20επヌ1り
29 0
(5 7)

43 8
06)

42 4
34)

57 0
(112)

２２
Ｇ

540
(107)

193
(38)

40 // 29 8
(5 0)

147 8
(249)

82 3
(139)

818
(137)

50 5
05)

93 4
(15 7)

適  期 25 6
00)

206 7
(32 1)

95 1
(148)

75 9
(11 8)

８

α
35 1
(54)

適 期 刈 り

20“メリリ
189 0
(35 1)

23 2
(6 2)

27 2
(5 0)

160
(3 0)

195
(3 6)

27 6
(5 1)

40 // 193 2
(31 3)

811
(131)

94 6
(15 3)

６

α
53 4
36)

92 5
(15 0)

33 7
(5 5)

適  期 132 7
(19 4)

125 5
(18 3)

94 3
(138)

99 4
(145)

8 9 10 12 13 計

少  肥 早 刈 り

200πメUり
33 2
(7 6)

29 0
(6 7)

22 0
(5 1)

43 4
(100)
164
(38)

３
Ｄ
２‐
Ｇ

436 3
(100 0)

40 // 25 5
← 8)

528 3
(100 0)

適  期 573 4
(100 0)

多   肥

早 刈 り

20Caヌ」り
44 5
G8)

37 4
(7 4)

38 4
(91)

４８
０

23 0
(45)

‐２
Ｃ

507 0
(100 0)

40  // 594 1
(100 0)

適 期 644 5
(100 0)

適 期 刈 り

20θπヌJり
37 9
(7 0)
419
(7 8)

25 8
(5 0)
148
(28)

40  // 6177
(100 0)

適  期 684 2
(100 0)

果を示し,両草種の刈取りに対する反応の違いがうかが   と概して高く収量に比例した。またさきに述べたように
えた。                          1刈 取期当り平均茎数は収量と逆な関係を示し低い草高

5 裸地と収量および茎数               での刈取りほど多い。

第 3図に示したように裸地歩合は草高の低い刈取りは   以上から,短かい草の反覆禾1,■は茎数の確保に役立ち
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処  理     ~― ― い ね 科 まめ科
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第 5表  1刈取期当り平均茎数 (本 /90c協 ) い
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注 ( )内 は試験開始時のいね科茎数に対する害1合。

裸地の発生はみられないが,llK量面では革を仲ばして刈

取る利用に劣ることが知られた。

4要   約

オーチャードグラスはか 8種混播の新播草地を用い,

追肥量の多少と, 1番刈りの早晩,および1番刈後の利

用時草高の違いが主として収量,密度構成におよぼす影

響について検討した。

試験の結果は,に
'年

間1又量は 1番草の利lR時期の違い

(早渕lり ,適期刈り)よ りも,その後の利用法によって
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第 3図 裸地と収量,茎数の関係

左右され (20Cπ刈り<40Cπ刈り<適 lll刈 り),ま た多1巴

はど多収を示した。レ1密度 (1刈取期当り平均茎数)は

短かい草高での刈取り (放牧的)はど高く,収量と逆な

関係を示した。 0)裸地歩合は長い草高での利用 (採草

第 6表 茎数の推移 (本 /90cf)

[｀

~「

現 
――、1「 、_

開 始 時 終 了 時

いね科まめ科 まめ科

少肥 早刈り

20。πヌ1り 670C 32 3 387
(57 9
03

40 // 694 C 26 3
2847
(410)

適期刈り 731( 23 3

多肥

早刈り

20`πヌ」り 763 ( 50 0
3950
(513)

40 // 726 7 76 7

適期刈り 6617 37 3
＆
４

適則l刈
り

20mメ」り 6860 317 07

40  // 739( 153

適期刈り 133 225
35 0
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的)ほと高く収量に比例した。に)放牧的利用では概して
ペレニアルライグラスの茎数が多く,ま た時期別収量の

変動は少なかった。

以上から,草地の放牧的利用は密度の確保に役立ち,
裸地および時期別1又量の変動が比較的少ないが収量面で

は採草的利用に劣ることを知り得た。

砂丘地の草地化についての基礎試験

― 砂丘地の草地化における肥料 3要素の肥効について一

田

(秋 田県畜試)

旦

1ま え が き

私ともは前報までの成績において砂丘地の草地化をは

かるために,腐植質資材の層を地表下に設定すれば増収
効果が大きく,かつ, し尿を併用することによって一層
安定した草地化が可能であることを確認した。さらに腐

植質資材ならびにし尿の施用量についてもほぼその適正

量を把握した。本試験においては,これらの処理に加え
られるべき化学肥お|の施用量を確・Eす るため肥料 3要素

の肥効について検討することとした。

2試 験 方 法

1_ 1区面積および区制 :1/1,700ポ ット使用, 3
区制,舌し塊法

2 供試土壌は従来の試験に供用した土壌と同じもの
を用いることとし,砂丘現地より採取した。
3 供試草種はオーチャードグラスとした。
4 試験区の設定 (第 1表)
5 耕種方法は,1967年 4月 24日にポット当り 160粒
(10α 換算 25た,)を散播した。供用した種子の発芽率
は83%,千粒重は092′ である。追肥は年間,基肥と等
量とし,季節によって増減した。

6 刈取月日および刈販高さは次のとおりである。
第 1回  7月 11日  5 CZ
第 2回 8月 2日  〃
第 3回  8月 30日  ″
第 4回  10月 13日  〃

3試 験 結 果

第 2表によって生草重の変化をみると,無 IIE料区で
は,発芽はするが,ほ とんど生育せず, 1番刈り, 2番

刈りともに刈取りするに至らなかった。 3番刈り以降は

わずかに刈取り可能になったがその量はきわめてわずか

である。このことは無N区においても全く同様であり,
P205,K20が 与えられても,Nが与えられなければ
生育は全く不可能であるといえる。

3要素別にみると,Nは増量するにしたがってその収
量はきわめて顕著に増大し,Nに対する感応の大きいこ
とが認められた。

P206についてはNは どではないが,やはり増量する
にしたがって明らかに収量が上昇することがうかがわれ

第 1表 試 験 区 の 構 成

須

区験試

N P 'O6 K20

無 肥 料 区 N-0,P-0,K-0 0 0

標準肥料区 N-1,P-1,K-1 120

区
区
区Ｎ雌籠

無
Ｎ
Ｎ

K-1
K-1
K-1

一
一
一

Ｐ
Ｐ
Ｐ

一
却

一１

Ｎ
Ｎ
Ｎ
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12て
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Ｎ
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P-1,K-1

区
区
区Ｋ薩魔
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Ｋ
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一
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Ｐ

Ｐ
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0
06
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Ｋ
Ｋ

↓
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Ｐ

N-05,
N-15,

32
96
60
180

江 1

2

施肥量増減の階級は05,10,15と した。
Nは硫安,P205は過石,K20は塩加を用
いた。


